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加古川市国際交流協会 レビュー

4 外国人のための
月 日本語講座開講

(4/10-3/18) 

約50名の外国人が協会内の教室で、登録

ボランテイアの指導により、日本語を学ん

でいます。今年は、初j級 2クラスと中級 1

クラスがあり、毎i担木l市!日の夜実施してい

ます。

おま日り合いの外国人に、ぜひこの;韓国五を

教えてあげてください。また、日本訴指導

を希望されるボランティアも随時登録を受

け付けています。

4 ワイタケレ市中学生
月 加古川市訪問

(4125-5/8) 

姉妹都市ニュージーランドのワイタケレ

市から学生16名、引率 5名が加古川でホー

ムステイしました。

学生たちは、|凌胸中学校や鶴林寺、ウ ェ

ルネスパークなどrli内の施設を訪問したり、

京都観光を楽しむなどU本での生活をたっ

ぷり堪能しました。

2週間1お世話してくださ ったホストフ ァ

ミリーのみなさんありがとうございました。

5 ふれあいティータイム
月 (5/27)

今1[11のゲストは、大141lt凶出身の朴命州

(パク ・ミョンジュ)さん。日本人男性と

結約されてからの異国u本での生活、ふる

さとの思い出や習慣などを流暢な日本語で、

ユーモアたっぷりにお話していただきました。

最後に、参加者はパクさんが持ってきて

くれたチマチョゴリをfiて楽しみました。

<初級クラスのみなさん>

く陵商中学校剣道のクラスにて>

』

く子ィータイムの』聖子>



8第 7回
月 加古川市青年海外派遣

(8パ2-8/23)

派逃生 8 名は数同の ~J ，: liIj研修を経て、飛行機

を乗り継ぎ、約24時111)かけてブラジルに到着し

ました。

姉妹都市のマリンガ市ではホームステイをし

ながら、マリンガ総合大学、イグアスの沌など

を見学。それぞれの研修テーマに沿った施設を ! 

視察し、帰凶l時にはアメリカ・ロサンゼルスに

も立ち寄りました。

8月
第 8回

加古川市中学生海外派遣
(8パ 1-8125) 

今年も市l人lの'1'学'U3名は、引率とともに

フィジ-<<'圭仕lで、ニュージー ランド ・ワイタ

ケレ市に到着。1511111)のホームステイを体験

しました。

真夏の日本を出て、述l二IIO
O

C-15
0

C前後の

気温の中、シープワールドで子羊にミルクを

あげたり、硫黄のぬを探索したり、博物館で

先住民絞マオリのショーに圧倒されたりと、

毎日が驚きと感動の辿統でした。

10tJ 
ふれあい国際料理講座
(10/9-12/4) 

在住外国人を講師に引 き、お国自慢の家庭料Jlf!を学

ぶ講座が今年も開催されました。

今回学んだ料理は、ニュージーランド・中国・インド・

ブラジル・韓国料理11の 51，，1コース。 どの料理もほとん

どが、普段簡単に手に入る食材だけでできることに参

加者はひ、っくり 。

料理だけでなく、講mliの人柄にも触れ、おいしくて

楽しい交流を楽しみました。 初年秋に実施しています。

1998年4月~ゆ9年2月

‘ 

<シュラスコのレストランにて>

くさよ砿らパーティにて>

く講師手づくりのにんじんで作った烏の飾りと水ぎょうざ>
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加古川市国際交流協会 レビ‘ユー

1 OfJ ~~…129 ) ο月 日本文化セミナー

在住外国人に、日本文化に親しんでもらうた

めの新しいプログラムを実施しました。

第 1IITI は 10月 3 目、 ~(f道に挑戦。 第 2 IITIは10

月 31 口、茶道と着付けを体~。 実際にお茶をた

てることなど、全員初めての経験だとか。第3

Inlは円本料理で、炊き込みごはん、魚のホイル

焼き、みそ汁の作り方を学びました。講師や通

訳はすべて当協会ボランテイアにお願いし、円

本の伝統文化を通じたひとときの交流を楽しみ

ましfニ。

10月 アートイブリビング講演会
{J円 (10/31)

加古川ウェル不スパークにて、南インド出身のラヴィ・

ラヴィ シャンカール先生を招き、 「生きるための術とはリ

と題して講演を行いました。

ヨガのひとつである|呼吸法と心身の他成に関する話に、

参加者は熱心に耳をかたむけたり、先生の指導のもと簡単

な|民主lにもチャレンジしました。

|百]1時に、恵まれない子供のために募金を、との呼びかけ

に参加者から15.8991IJもの募金が集まり、すべて 「アート・

オブ ・リビング財問」に干!i.付させていただきました。

11 パラナ州経済使節団
月 加古川市訪問(11/26) 

アントニオ ・上野ブラジル元連邦議只を

団長とするパラナ什|経済使節団が、今年も

1JU古川T!J"を訪れました。

メンバーは、弁護士・議員や会社経営者

など、パラナ州|で活腕されている15名で、

市役所を表敬訪問 した後、マリンガ市から

mqられた交流の記念品?を見学しました。

く手書道と着付けに挑戦 ，>

<シャン力一ル先生の熱弁>

• 

‘ ....... 

<市役所の表敏訪問〉



1998年4月~ゆ9年2月

11月
ブラジル・ゲートポール使節団が
ヲ，，;:，::t=;;吾:1'.0.
JιiJfG"lI. Cヨ (8パ2-8/23)

県内ゲートボールチームとの交流試合のため、

はるばるブラジルからf史節目lが来日しました。

秋IIj';れの下で閃かれた23日の加古川大会には、

東橋 ・布11戸ブロックなと72チームが参加。新設

の加古川述弱J公園陸上競技場で、のびのびと プ

レーを楽しみました。

その後も親義試合に参加するため、県内各地

を訪問されました。

f マリンガ市青年加古川市訪問
月 (1/20-1/24)

駒込団長と 8名のマリンガ市青年が来日し、 5

日間加古川に滞在しました。

派遣生は、以前協会からマリンガに派泣きれた

青年宅にホームステイをしながら、市内を見学 し

たり、 副lB断城や神戸を訪れました。

おわかれ夕食会では、 会L~ 日本語で 。 幸せなら

手をたたこう"の歌を披践し、それぞれのホスト

ファミ リーとの思い出を深めていました。

2 (m-9) 月第7回加古川市障害者海外派遣

10名の派遣生が、ニュージーランドへ出発す

るまでに数回の事前研修が実施されました。

実際に市内のホテルで宿泊研修をしたり、食

事のマナーや簡単な英会話など、熱心に勉強し

まLt:こ。

ニュージーランドでは、来15セラピーやカヌ

ーの練?号、現地の人々との交流なとを通じ、外

国での生活を満喫しました。

それぞれ、親元を離れての体験を思い出にし

て元気に帰国しました。

，・t.ι ... 、-

.... 

~云亭圃圃

<加古川大会の様子>

くすリ:;1)"から送らnた記念碑の前で〉

る4・ ー-，_.，--・，ニユム4ι』ご住

くヒツジの毛刈りに挑戦〉

.. 
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~在住外国人紹介のページ~

今回は、両親の仕事の関係で来日した、

加古川在住の小学生にお話をお伺いします。

今回のお客様 張 宝江さん

はじめに自己紹介をお願いします。

身 張宝江 (ちょうほうえ)といいます。

1997年6月に中国の青島から米ました。13歳で

すが、小学校の 6年生です。

ふるさとのことを教えてください。

身 背jみは、 10階建てくらいのマンションが立ち

投んでいるところです。

また、青島のお正月は2月16日です。

お正月は、家族で水ぎょうざを食べます。

日本に来て、一番篤いた事はなんですか。

井 一戸建ての家が多いことです。

加古川の印象を教えてください。

滞 日1んぼや畑があって、いいなぁと思います。

とれまでで一番うれしかったことを教えてく

ださい。

41二l本の友達がいっぱいできたことです。

中国での生活と、違うところはどんなところ

ですか。

滞 日本に来て勉強するl時間が少なくなりました。

中間では朝 51時半に起きて、 学校へ行き、午

前61時半から 811寺半まで勉強です。それから

91時から夕方 5時まで勉強し、 家で夕食をと

った後、再び午後 71侍から911寺まで勉強。

さらに、自宅で街姐をすませ、夜121時頃絞て

いました。

趣味は芯んですか。

身 中国訴の楽しい本を読むことです。

日本で旅行したい所はありますかっ

身 冬の北海道に行ってみたいです。

将来の夢を教えてください。

身 円本語の通訳になりたいです。

加古川のみなさんへ、一言お願いします。

身 l二|本のこといろいろ教えてください。

どうもありがとうございました。

(談)流暢な矯州弁でお話してくれる張さんは、当協

会の日本語クラスに通っています。

ひときわ明るく、まわりを元気にしてくれるチ

ャーミングな女の子です。

*市役所市民課によると、現在約 2.30 0名の外

国人登録者が市内に住んでおり、そのうちの約

340名が16歳以下だそうです。

日本語を学び、 生懸命日本の生活に適応しよ

うとする外国の人々を、心かう手助けできる隣

人でありたいものです。



平成8年2月かう平成10年12月まで、姉妹都市ブラジルのマリンガ

市にある、加古川マリンガ外国語センターに、日本語教師として派遣さ

れた方の帰国報告をご紹介します。

ー/、

MARINGA • γ 

西畑さおり

「ああそう、 EI本から来たの?

どのくらい、いたの?J 

r ~\~ 、え私は、 1::1本の |二l 本人なの

です。j

めっきり現地化してしまいたかった私にとっては、

うれしい言葉でした。ブラジルに滞在して 1年が

過ぎた頃から、いろいろな方にそう言われるよう

になりました。

まずは、私の生活の'1'心であった日本語学校で

すが、初からl免まで様々なl時日ij，I17に授業が準備され、

子供のクラスから大人のクラスまで用意されてい

ます。H系の方でも、 31止の子供たちだとほとん

と日本語を知りません。大人のプJは日本で働いた

経験のある方、また日本で働きたいと思っている

方を中心に、生徒さんが多かったです。それはそ

れは楽しい毎日でした。お話ff祭りや、七夕などの

日本行事を行ったり、折り紙、あやとり 、日本の

手遊びなど、教科訟を使う以外にもたくさんのこ

とを子供たちは学びます。着物を着る機会も、日

本の子供たちより多いかもしれません。 rあつい、

あつい」を連発しながらも持んで着物を着ている

姿に、私まで幸せな気持ちになりました。おじい

さんや、おばあさんと 11本語で話ができるように、

会話を身につけてほしいというご両親の気持ちと

は裏腹に、文字に興味のある子供達の1:Jlで、どう

すれば話せるようになるのか、とても悩んだ時期j

もありましたが、子供述の顕の良さには驚かされ

ます。時とともに少しずつ確実に党えていくよう

でした。

プライベートでは、 11:本部のわからない人とも、

つきあいができるようになりました。実際、私が

知lらないたくさんの日本の文化を、ブラジルで学

ぶこともできました。Iflったときに、 一番に相談

にのってくれるのもこの方々でした。とても感謝

く日本語の便業にて>

しています。また、日本語の話せる方は、基本的

に私が円本人だというだけですごく大切にしてく

れます。いつも私は大切なゲス トで、思わず自分

はまるで特別な人間になったような錯覚に[¥'(1る気

治〈して、これではいけないと思いました。そうで

はなく転居先で新しい人の輸の'1='に、一人で入っ

ていくように自分のポジションを作っていこうと

努めました。優しい友人達の協力もあって、対等

にな見交換ができるまでになりました。

在、は、すべての人々に感謝の気持ちでいっぱい

です。私にブラジルでの生活のチャンスを与えて

下さった加古川市国際交流協会の方々、現地マ リ

ンガのアセマ(マリンガ文化体育協会)の皆様、

前任の先生方、そしてたくさんの感動をくれた生

従の皆さん、子供述、本当にありがとうございま

した。このようなすばらしい経験を、より多くの方々

にしていただけたらと、心から思います。これか

らも 1，I，j[打開jの交流がますます発展されますことを、

お祈り1/1し上げます。
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INFORMATION 
加古川市国際交流講演会のご案内

. 日時平成11年3月22日(月休)

午後2時~3時半

・ 会場加古川市民会館中ホル

. ゲストピタ フランクル氏(数学者)

・ テマ世界おもしろ30力国体験談

・ 入場料無料

・ 申込協会、市役所案内、各市民センタで配

布している整理券が必要です。

・ 問合せ国際交流協会事務局

テレホンカード・古ハガキの回収

使用済みのテレホン力 ドやオレンジ力 ドを回

収しています。

ハガキは書き損じ主主ど古いものでも結構です。

集まったものは日本国際ボランティアセンターを

通じて、東南アジアの復興に役立てうれます。

協会まで持参、もしくは郵送してください。

み芯さんのご協力をお願いしま百。

ボランティア募集

協会の事業をお手伝いしてくださるボランティア

を募集しています。

① 語学ボランティア

各種交流事業での通訳、ガイド及び翻訳

②各種サービスボランティア

日本文化の紹介、外国人への日本語指導など

③ホームステイボランティア

外国人のホームステイ受け入れ

1999ij三3月書官行
編 集 後記

賛助会員募集

当協会では、毎年国際交流活動や外国人の受け入

れ事業主主ど、各種事業をご支援くださる賛助会員の

募集をしております。

会費は事業費の 部として活用させていただきます。

年会費 個人 l口 2，000円

団体 1口 5，000円

法人 1口 10，000円

.申し込み 協会事務所、市役所案内などに、申し込

み書があります。

詳しくは協会まで。

会員には、指定旅行社の優待割引制度や各種の国

際交流に関する情報の提供芯ど、さまざまな特典

を受けることができます。

協会6か国語案内文

在住外国人に地域での生活をより快適に過ごして

もううために、国際交流協会の活動内容を記した案

内文を作成しました。

A3サイズ1枚|こ、6か国語(日本語中国語韓国語

英語ポルトガル語スペイン語)で、協会の活動内容

とK，I.A力 ド(登録申し込み書)がついています。

カ ドをお送りいただくと、協会イベントや国籍別

に必要な情報を、随時無料でお送りします。

お知り合いの外国籍の方に是非お知らせください。

案内文は協会事務所の他、市役所市民課外国人登

録の窓口に置いています。

図書の貸し出しをしています

国際交流協会では、日本語教材や姉妹都市関係の

書籍を中心1<::、図書の貸し出しをしています。

ぜひお立ち寄りください。

(財)加古川市国際交流協会

干675-0017

加古川市野口町良野387会 1

TEL 0794-25-1 1 66 

FAX 0794-25-0200 

新しい年を迎え、みなさまいかがお過ごしでしょうか。昨年4月に、協会は市役

所東隣に移転いたしました。4階建てのレンガ造りの建物で2階が事務所になっ

ており、日本語講座などができる会議室もあります。ぜひ一度お立ち寄りくだきし、。

また、協会へのご意見、ご!感想をお待ちしています。
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